
悩ましい「食事の用意」を
テクノロジで支援する
日本か．直面している社会課題を解決するためにヒヅクデータの活用を提案する野村総合研究所ICT・ メディア産業コンサルテインク部

の鈴木良介主任コンサルタント。弊誌では、毎回違うテーマで「社会課題を解決するヒツクデータの活用Jを鈴木氏に提案してもらう。

第35回は「悩ましい 『食事の用意』をテクノロジで支援する」である。

文：（鈴木良介 i枕 jp i箆訪問研究所氾T メディア産業山ルテインク部

日1日に3度の意思決定と実行 一皿のレシピだけでなく、「子育て応援

献立5日間」や「一人暮らし簡単｜現ご飯j

食事の準備はとてもクリエイティブな といったテーマを設定し、 一週間の献立

行為だ。 スケジュールを示す。それに基づ、いて休

予算、時間的制約、栄養のバランス、 日の食材まとめ買いと下準備、平日の仕

見栄え、 ｜味付けと、同時に勘案しながら、 上げをどのように行うかが示される。時

ている。

Face bookの「L、LEねリボタンもす

っかり定着したが、それぞれの消費者が

何をどのように承認してほしいと考えて

i Eるのか、そしてスムースに承認しても

らうための手続きをどのようにサービス

一つのアウ トプッ トを作らなければなら 問、労力、お金の節約を目指すとしてい に組み込んでいくのか、という点はます

ない。さらに、食器や音楽、誰と食べる る。ー皿ー皿の作り方を示す「レシピJと、 ます重要となるポイン 卜である。

のか、という点まで考え始めれば、 一回 それらを組み合わせて一回の食事を作る ネッ トを介したデータのやり取りだけ

一回の食事が一大プロジェク卜であると 「献立」は別のものであるが、 一週間単

も言える。プロはプロなりに、 家庭は家 位での買い物と下ごしらえを前提とした、

庭なりの難しさがある。また、食事はl W田 kCookナビのようなサービスも、

EB固とLEう点もユニークだ。11ヨに3巨｜、 単独のi制t立とは異なるこース、、を満たす。

自炊するにせよ外食するにせよ、なにが サイバーエージェン 卜が提供する「ぺ

しかの意思決定と実行を迫られるごとに コリ」は、 手作り料理の写真投稿を目的

なる。

このような複雑な手続きが、さしたる

司｜日~~をされるこ ともなく、うまくできる

にしたアプリケーションだ。作った料理

の写真を投稿し、「おいしそう P」ボタ

ンで褒めてもらうというサービスだ。投

ということが無理な話ではないだろうか。 稿した写真がおいしそうに見えるように

さまざまなテクノロジを活用することに するための画像フィルタも 「魔法のカメ

よって、食事の用意を高度化する取り組 ラで、おいしさ 3剖増しリとして提供

みが増えている。レシピ・献立サイトの

クックパッドはすでによく知られたもの

であるが、食事の用意を楽しく、効率的

にするための仕組みについて紹介する。

目レシピ・献立提示にとどまらぬ

テクノロジによる支援

パナソニックが運営する WeekCook

ナピは、 一週間単位で献立の計画と Fご

しらえをするためのコースを示す。一皿
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している。

このサービス提供の背景として、料理

をしている人がちゃんと褒められるプラ

ットフォームをつくろうという意図があ

ったとL寸 。サービス提供者はインタビ

ューにて、本サービスを「ぺコリを報わ

れる場所にしたかった。ペコリで褒めら

れて、自己顕示欲がifliijたされて、お料理

が頑張れる場所にするというのはコンセ

プトとして大切にしましたjと位置づけ

ではなく、少し而倒な凝った料理を手助

けするスマートデバイスも登場している。

Pure Imagination社は、お菓子作りを

手助けするための Per台 ctBakeも販売

する。これはスマートデバイスと連動す

る計量器だ。お菓子作りは、分量がいい

加減だとまちがいなく失敗するものであ

るが、その工程を簡易なものにする。作

りたいレシピを指定すると、次の工程で

なすべきことが示される。クッキーの枚

数からカップケーキの個数まで、欲しい

数量に合わせてすべての材料の分量が計

算される。「牛乳を注げ、まだ注げ、も

うストップだ」といった指示がなされ、

わかりやすく工程を進めることができる。

言｜量カップの利用が減ることにより後片

付けが楽になることも訴求点のーっとし

ている。

なお、同社は同じラインナップで

PerfectDrinkという計量器およびシェ

イカーも販売している。これは自宅で気

軽にカクテルを楽しむためのデ、パイスで、



先の Per台ctBake同様、作りたいカク

テルを指「定すると、そのために必要な工

程を指示してくれる。自宅でカクテルを

作ろうとする場合、店とは違い、多種多

様なドリンクのストックは通常ない。本

アプリケーションでは自宅のストックを

登録しておくと、それらの在庫から作る

ことができるカクテルをお勧めしてくれ

る。

Anovaは自宅で気軽に真空調理法を

試すことができる機器として、 Anova 

Precision Cookerを販売する。真空調

理法は、パックされた食材を湯煎により

低温で、調理する調理法だ。過度の加熱よ

り肉や魚、が硬くなることを防ぎ、ジュー

シーな食昧を得ることができる。Anova 

Precision Cookerはスマホなどのアプ

リケーションからレシピを選択すると、

鍋の温度を加熱コイルと撹枠装置によっ

て湯煎する鍋の温度を一定に制御し、ボ

タンひとつで最適な調埋状態をつくって

くれる。

スマート調理家電の開発に関する取り

組みとして GEと米国のベンチャ企業

Quirky （クワーキー）の提携が挙げら

れる。Quirkyはユーザーが投稿したア

イデアを製品化し、自社ブランド製品と

して展開するサービスを展開している。

その QuirkyにGEは数千という家電関

連の特許を開放し、「Wink」というコラ

ボレーションブランドで、の製品展開を始

めた。製品を販売してできた売り上げは、

最初のアイテ舎ア提案者と製品化の過程に

参加したクワーキーの会員らが、それぞ

れ貢献度によって分ける。最初のアイデ

ア提案者が、該当製品の売上げの 3.5%

を、その後、会員らは、貢献度によって

売上げの 7.5%を、毎年受け取る。売上

げの残りの 89%は、製品コストとクァ

ーキーの耳Rり分となる。

このような仕組みを活用しながら、さ

まざまな調埋支援のスマートデバイスを

開発する取り組みが盛んになっていくと

期待される。

日データがメニューを決定する

食事を作る工程に関する事例を中心に

紹介してきたが、外食の世界ではメニュ

ーや食事の出し方自体をデータに基づい

て最適化しようとする動きも出てきてい

る。ファミリーレストランのすかいらー

くはデータを活用してメニューや提供方

法の工夫を始めている。数百億件の過去

の注文データからステーキキャンペーン

のメニューを導いた。中年男性には鉄板

に乗ったステーキ、中年女性には白い皿

に盛ったピラフとステーキのメニューが

訴求すると見込み、実際に狙い通りにな

ったという。

これは事業者における取り組みである

が、乙のような取り組みがそれぞれの家

における食事のメニュー決定にもやがて

影響を及ぼしてくることだろう。昧に関

するu都子はもとより、高血圧かどうかの

健康状態や、暑い日が続LEているなどの

気象状況、給料日前なので少し甜i約メニ

ューにしたいという経済的事情や、昼は

外食でカレーを食べたという事実など、

さまざまな要素を勘案した上で3つ程

度の選択肢を示してくれるようなサービ

スはいつ出てきてもおかしくない。小売

店などが次店舗への誘引を測るためのツ

ールとしても有用だろう。

節約・健康など、さまざまな領域でデ

ータを活用して見える化が進んで、いる。

しかし、見える化だけでは意味がない。

見える化した上で、状況をより良いもの

にするための働き掛けが不可欠だ。その

働き掛けの方法として 「食事の用意」へ

の関心はますます高まっていくと考えら

れる。

1日3巨！という高頻度での取り組みで

あるととに加えて、エンゲル係数に象徴

されるように食に関する支出は大きな割

合を占める。多くの人は食事の用意のた

めに、生鮮食品を求めてスーパーには週

に何度か足を運ぶ。これは月に一度の訪

問しかない金融機関とすればうらやまし

い限りだろう。

当然、健康と食は不可分だ。よくいわ

れるように、我々は昨日までに食べたも

のでできている。今日、何を食べるべき

であるのか、ということは健康に大きく

主力pてくるだろう。

このような取り組みを進める上で、大

切なことはぺコリの事例に見られるよう

な観点だ。すなわち、消費者がどのよう

な状態を心地良いと感じるのか、という

ことの見定めと、ストレスなくそのよう

な状態を実現してあげるための手練手管

の開発である。それこそがこの種のサー

ビスの有効笠と勝ち負けを決めることに

なるだろう。

食とi建原というテーマはしばしば合理

性だけを追求することになりがちである

が、それだけではストイックな人しかつ

いてこられない。「頑張って成果が出た」

という結果追求だけでなく、「頑張って

し、るプロセス自体を褒め続ける」ことこ

そが必要とされている機能であると言え

ないだろうか。
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［これまでのテーマ］
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